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杉杉並並区区障障害害者者自自立立生生活活者者表表彰彰

おおめめででととううごござざいいまますす！！

令和６年１２月１日（日）セシオン杉並にて、杉並区障害者自立生活者
・自立支援功労者の表彰式典が行われました。

ワークサポート杉並の登録者である小林摩耶さんが、障害者自立生活者
として表彰され、壇上で岸本聡子区長から表彰状を受け取りました。

勤続１６年目となり、ベテラン社員として突発的な業務にも責任感を持
ってしっかり取り組まれていること、私生活でも友人と旅行へ出掛けたり
定期的な運動を心掛けていることが、自立生活者としての表彰に繋がった
ものです。

緊張しながらも、とても活き活きとした表情で表彰状を受け取られ、深
々とお辞儀をされていた姿がとても印象的で、誇らしく思いました。
この度の受賞、誠におめでとうございます。

新新年年ののごご挨挨拶拶

新年明けましておめでとうございます。皆様方には健やかに新春を迎えられたこととお慶
び申し上げます。また、旧年中は当事業団の取組に対し、多くのご支援とご協力をいただき
まして、誠にありがとうございました。
さて、昨年は障害者の就労を促進する上で、大きな環境変化のあった年でした。民間企業

の事業主に義務付けられている障害者の法定雇用率は、令和６年４月から ％に引き上げ
られ、また、障害者の算定方法についても、令和６年４月以降は週所定労働時間が 時間
以上 時間未満の精神障害者、重度身体障害者及び重度知的障害者を雇用した場合、雇用
率に カウントとして算定できるようになるなど、障害者雇用における環境の充実が図ら
れたところです。
こうした動きを背景に、昨年４月から新たに開始した重度障害者等を対象とする「スター

トアッププログラム」では、 月末までに 名の方が利用され、そのうち１名の方が区内
事業所に就職し、１名の方を就労移行支援事業の利用に繋げるなど、順調に滑り出すことが
できました。この新たな取組を含め、当事業団では昨年策定した「ワークサポート杉並 事
業推進プラン」に基づきまして、働く意欲のある障害者一人ひとりの特性やニーズに応えな
がら、引き続き職員一丸となって、就労支援・職場定着支援・生活支援などの取組を推進し
ていく所存でございます。
本年も区民の皆様をはじめ、企業・事業所や関係機関の皆様方からのご指導とご支援をお

願いいたします。
本年が皆様にとって最良の年となるよう心からお祈り申し上げまして、新年のご挨拶とさ

せていただきます。
常務理事 白井 教之
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講 師 ： 株式会社ドミノ・ピザジャパン
人事総務課 加納麻衣子氏、
就労しているご本人

対 象 ： 区内在住の方、就労を考えている
障害のある方、障害のある方のご家族
施設等関係機関職員、就労支援に関心
のある方、企業担当者

日 時 ： 令和７年３月６日（木）
１４：００～１６：００
（１３：３０受付開始）

場 所 ： 杉並区役所 中棟６階第４会議室
定 員 ： １００名
参加費 ： 無料
申込み ： 電話もしくは で

ワークサポート杉並へ（先着順）

写真については、ご本人の了解を得て掲載しています。

ワワーーククササポポーートトセセミミナナーー開開催催ののごご案案内内

事務・事務補助 名 清掃 名 軽作業 名

食器洗浄・調理補助 名 データオペレーション 名

水耕栽培 名 （計 名）

就就職職ししままししたた（（１１００・・１１１１・・１１２２月月））

知知的的障障害害のの方方のの交交流流会会をを開開催催ししままししたた

障害者を多数雇用する企業の人事担当の方と、就労しているご本人をお招きし、共に働き続
けるための配慮や障害者雇用の今後の展望などについて、講演会を行います。

ワークサポート杉並の定着支援を利用しながら就労中の知的障害の方が集う交流会を、１２
月１４日（土）、ワークサポート杉並の会議室で開催しました。午前・午後の 部制とし、計
５１名の方に参加頂きました。
まず、自己紹介でそれぞれのお名前とお仕事について話してもらいました。勤続２５年とい
う方には若い参加者から賞賛の声が上がったり、交流会に初めて参加する方には先輩方から拍
手が送られたりと、あたたかい空気に包まれました。
その後、ウォーミングアップも兼ねて、どの世代にもなじみのある「 」を歌いなが
ら踊り、サビの ・ ・ ・ を大きな動きで表現する方、オリジナルのダンスを披露する方、
自分が動くのはちょっと恥ずかしいのでみんなの動きを見て楽しむ方、それぞれの楽しみ方で
参加していました。
皆さんお楽しみのゲームは「どこまで高くなる？ペーパータワーゲーム！」。コピー用紙を
三角の棒状に折った筒をジェンガのように井桁に組んで、どこまで崩さずに高く積めるかを
チームで競いました。まるでゴルフのパターのように、しゃがみこんで真剣に分析してから上
にのせる方がいれば、さっとのせて立ち去る方もあり、様々な方法で取り組む姿が印象的でし
た。タワーが高くなっていく度に歓声が上がり、残念ながら崩れた時にも「あーっ」と言った
後はお互いの奮闘をたたえ合いました。
最後に恒例のビンゴ大会。今回のテーマは「冬といえば…」。クリスマスやお正月など、参
加者が選んだ言葉が読み上げられる度に「リーチ！」「ビンゴ！」と声が上がり、景品を真剣
に選んでいました。参加者は笑顔で帰路につかれましたので、今後も工夫を凝らして、楽しい
交流会を開催していきたいと思います。


